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く大学の動き＞

共通第1次学力試験の実施

国公立大学入学者選抜方法として， 本年度から

新たに共通第1 次学力試験が取り入れられ， 本学
でも， 1月13日， 14日の両日にわたり京都府立医
科大学の協力 を得て実施され， また同20日， 21日

には京都， 滋賀， 奈良の各地区での病気等による
未受験者を対象とした追試験が実施された。

なお， この試験実施のための本学の対応措置等
は， 京大広報ぬ163 に掲載したとおりである。
1. 1月13日 （土） および14日 （日）

(1) 試験科目等
1 月13日 国 語（12 : 00～13: 40) 

理 科 （14 : 30～16 : 30) 
1月14日 社 会 （ 9: 00～11 : 00) 

数 学 （12 : 20～14: 00) 
外国語（14: 50～16 : 30) 

(2) 試験場
第1試験場
第2試験場
第3試験場

(3) 受験状況

（試験場）

本学本部構内， 教養部構内
本学北部構内
京都府立医科大学

（志願） （欠席） （ 受験）者数 者数 者数
第 1 試験場 5,578名 231名 5,347名
第2試験場 L 132 82 l, 050 
第3試験場 300 4 296 

計 7,010 317 6, 693 
なお上記のうち， 身体に障害を有する者で，

受験上の特別措置を求めた者は 9 名であり， こ
れらの者に対しては点字による出題・解答， ？士
大鏡の使用 ， 手話通訳者の付与， 補聴器の使

用 ， 座席の位置などについての特別措置が講じ
られた。
(4) 試験実施にあたりとられた措置

ア， 1月12日， 総長は次の掲示を出した。
（渇示第1号）

共通第l次学力試験を円滑に実施するため， 1月

13日（土） 午前11時から 1月14日（日） 午後5 時ま

での間， 本学関係者並びに受験 者以外の方の入構を

禁止します。

各｛立の御理解と御協力をお願いします。

昭和54年1月12日

京都大学総長 岡 本 道 雄

（掲示第2号）

1月13日から14日までの間共通告�I次学力試験実

施のため， とくに学内における 次の行為を禁じま

す。

1. 集会を開くこと

2. マイクを用いて静穏を害すること

3. デモを行うこと

4. その他試験を妨害する一切の行為

昭和54年1月12日

京都大学総長 岡 本 道 雄

イ， 門の閉鎖

本部構内東門および教養部構内東南門が閉
鎖された。

2. 追試験一一 1月20日（土） および21日（日） 一一
1月13日， 14日に病気等により受験できなかっ

た京都， 滋賀， 奈良 各地区の志願者を対象とし
て， 次のとおり実施された。

(1）試験科目等 上智11）と同じ。
(2）試験場 本学法経北館会議室(1 階）
(3） 受験状況

追試験の受験が認められた者 13名
（本学関係7名， 京都教育大学関係2名， 京都

工芸繊維大学関係 2名， 奈良教育 大学関係2

名， 滋賀地区はなし。）

欠席者 2 名
受験者 11名

(4) 試験実施にあたりとられた措置
1月19日， 総長は次の掲示を出した。

（掲示第3号）

1月20日から21日までの間， 共通第1次学力試験

追試験実縮のため， とくに学内における次の行為を

禁じます。

1. 集会を開くこと

2. マイクを用いて静穏を害すること

3. デモを行うこと

4. その他試験を妨害する一切の行為

昭和54年1月19日

京都大学総長 岡 本 道 雄

1 月23日の捜索と1 月28日の現場検証

1月23日 （火） 早朝， 事在察による吉田西寮の捜
索が行なわれた。

この日の捜索は， 昨年11月10日および12月 5 日

に， 教養部構内で起こった暴行被疑事件について
突然行なわれたもので， 午前 7 時30分頃から始ま
り同 8 時すぎ終了した。

捜索は， 学生部委員， 学生部職員， 吉田寮委員長
らが立会人となり， 吉田西寮第二棟1 階の一室に

ついて行なわれたが， 押収された物件はなかった。
なお， この日の捜索に関して， 事前連絡の時刻

等について一部問題があったので， 学生部長は直

ちにこれらの点について， 響察に対し強く申し入

れた。
さらに， 1月28日（日） ， 上記被疑事件に関する

轡察の現場検証が教養部A号館217号教室， 218号
教室とその廊下， ならびに教養部正門附 近につい
て行なわれた。 検証は， 教養部長ほか関係者が立
会人となり， 午前8 時すぎから始まり同10時30分
頃終了した。
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昭和53年度の停年退職教官

京都大学教員停年規程により， 本年4月 1 日付けで本学を退職される教官は， 次の方々
（教授20名， 助教授 1 名， 講師1名） である。

部 局・職｜氏 名｜生年月日｜出身地｜講座・研究酬｜ 研 究
文学襲授｜菅 泰男｜守4.26 I 京櫛｜ 委文草 第 き ｜英加 演劇の

分 野

l柿崎祐一I 4. 8.27 I兵吋心理学第一 ｜ 知党蜘俊限験岨学的悶
｜必平千秋I 4. 9.13 I岐吋富草喜農要差l店�；よ叩詩…利ジア演

理 学霊授｜早瀬一一I 4. 7 .17 I…岩 石 学1：諜…位体地質学蛸斡学

グ 助教授｜ 山 下 幸三郎｜ 4山 ｜ 大分県｜器弘物円l廿帯…鯨の生鵡出機機
汐 講 師 ｜ 今 泉 正I 3. 1. 4 I東京都｜動物系統遺伝学 ｜ 込；副読諮問•�Iζ

医学襲授｜藤原元典I 4.12. 8 I吋衛 生 学｜雑学特lζ ピタミγ…する附

工学襲授｜多疑問公雄I 4. 5.19 I吋触媒化 学1：蒜………媒作用

，， 

，， 

，， 

II 

，， 

II 

｜伊藤一郎I 4. 6.15 I京都府 ｜ 開発工学！？う�：＼�空席話会びイ
｜曾回俊夫I 4. 7.18 I開｜機械要素1：�：：：M＝�＝＝�＝開振
｜堀内三郎I 4.11. 2 I大鵬｜建築施設計画｜勝一向火脚計画
｜玉田 琉I 4.11. 7 I京柵｜流体力学1：：�：:n：：：認蹴体力学柿
（大東俊一I 4.11.20 I llilhlJJJll I熱カ学｜内燃峨…的問
｜平 松 良雄I 5. 1.12 I京吋採鉱機械学1：盟主立；���立�＝�
｜功刀雅長l 5. 2.18 I 1-U�Jlll I無機構造化学1�自党議燃焼工…鮮工学
｜岩井重久I 5. 3. 6 I京柵l水道工学 I：：：！立以詩型開境

教養護授｜後藤敏雄I 4. 5.10 I愛知県｜仏 語 1 7ラソス

｜角倉康夫I 4. 7. 1片岡英 語 i ；ぷ品 川中心と叩傾米

化学吋授 ｜ 清水 祭I 4. 7.18 I悶｜核放射線1��：�器：誌IC
人文吋雪｜曾回雄次I 5. 3. 5 I京噺 ｜ 西洋文化1�一ロツJミ15.悶の…想
ウイ：�里！野烏徳吉I 5. 3. 5－�一｜予防治療｜脚防御巾る基礎的概
鯛概要喝｜伊藤 清I 4. 9. 7 I三重県｜数一；－－；－－匝ム論問分方程式一－
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く部局の動き〉

文学部長の交替

1月16日， 西国龍雄文学部長の任期満ー了に伴い，

その後任として清水純一文学部教授 （イタリア語

学イタリア文学講座担当） が任命された。 任 期

は， 昭和55年1月15日までである。

（文学部）

海 外 訪 問 の 感 想（その1 ) 

一中国を訪れて一

1978年 5月3 臼から17日までの 2週間， 中日友

好協会の招きで， 日本学術代表団々長として， 国

公私立9 大学の学長と共に初夏の中国を訪れた。

訪問先のうち， 主な教育学術機関と会った人々

は次のとおりである。

北 尽

北京大学

北京師範大学

教育部（文部省）

巾国科学院

中日友好協会

校長 周 培源氏
副主任 租 徳芳氏
副部長 李 埼涛氏
副部長 銭 三強氏

会長 慶 承志氏

秘書長 孫 平化氏

上 海

復E大学 校長 蘇 歩 青氏

西 安

西安交通大学 副校長 陳 吾愚氏
その他各地の中学， 少年宮， 人民公社内の学校，

大学附属病院など。

。 。 。
今回の訪問中どこへ行っても聞かされたのは，

いわゆる4 人組による破壊とその後の教育改革と

であった。 その意味は概ね次のようなものである。

1966年毛 主席の呼びかけで始まったプロ レタリ

ア文化革命は， 1949年中国革命達成以降みられた

民主革命，整風， 五反， 八反などとー速をなすもの

として， 常にその背後に奪権闘争があったとして

も， 中国社会主義の発展のためにその時点では，

必要不可避なものであったであろう。 中国革命の

根幹である社会主義の進歩を阻むものとして， そ

のほこさきは具体的に劉少奇や林彪に向けられた

が， その主張は旧秩序旧思想の破壊で、あって， 教

総 長 岡 本 道 雄

也、6

中日友好協会会長恵承志氏と会談（北京にて）

育の世界で言えば， 既存 の教育・研究制度とそれ

に携わっていた人物を烈しい批判と糾弾の対象と

したものであった。

毛 沢東の主張に共鳴して全国から集まった延べ

2,000万人にのぼるといわれる 紅衛兵と毛 沢東思

想宣伝隊， 革命委員会が大学の中に入りこみ， 旧

秩序の所産である校長， 教授を追及し， 壁新聞で

批判し， 団交で糾弾し， デモの先頭に引き立てて

歩き， その研究室を破渡した。 教授の中には自殺

したものもあったという。 結局小・中学は 6 か月

以上， 大学は4 か年間1970年まで休校となり， そ

の間， 校長， 教授とは名のみで授業も研究も実施

できず， 大学は荒廃の一路を辿ったとし、う。

4 年後に始まった大学で、は， 修業年限は短縮さ

れ 2 ～ 3 年。 その入学者は， 中学高級部 （高校）

を出て後， 下放といって解放軍に入るか地方の工

場 や農場 に出かけ， 2 ～ 3 年働いた者が， その職

場 の大衆討議の結果大学へ進むことが承認され，

学力試験なしで， 入学してきたものである。 また

入学後は， 専（専門学術の研修） よりも紅（圭童
主義思想の研修） を重んじていたので， 集会と議
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中学生紅衛兵

論のみで学生の学力は低下を招く一方であった。

助手・講師・助教授・教授の職階は廃止され教員

一色となり， 従って昇進はなく， 実力のない「教

員」がたまる一方であった。

このような傾向は毛 主席後の奪権を謀ったとい

われるいわゆる4 人組の策動で， 益々峻烈を極め，

末期的症状を呈し， 教育のみならず， あらゆる世

界で， 停滞と荒廃が進んだ。 その極に達した1976

年周総理， ついで毛 主席の死去により， 華国鋒主

席の時代となり， 1977年 4月4 人組逮捕についで

プロ 文革の終結宣言となった。

4 人組の過激なやり方に言論の自由も奪われ閉

口していた人民は， やっと解放され， 4 人組逮捕

の報をきいた北京の市民は“体を地にころばせて

喜び， 北京の酒は売り切れた”ということをしば

しば聞いた。

さて， 復興となると， 1966年から10か年の空白

は大きく， 大学は荒廃し， 学生数は少なく， 北京

大学は7,000人 （文革前は10, 800人） ， 復E大学は

3,600人 （文革前6, 500人） ， 西安交通大学は3,400

人 （文革前 7, 800人） でそれぞれ文革前の数に及

ばない。 これに対して教職員の数は一般に多く，

北京大学 2,800人． 復旦大学 2, 100 人， 西安交通

大学 2,800 人である。

これら教員は職階の廃止で， 助手から助教授・

教授への昇進がなかったため， 教授・助教授だけ

をとってみると， その数は， 停年制はないが， 死

亡と文革における烈しい糾開のため， 次第に少な

くなっており， いずれも 100 名以内である。 これ

に対して助手の数は， プロ文革中に入学試験なく

して入学して来た学生が， 労働と思想教育のみで

学術・教育の行なわれていない大学で 2 ～ 3 か年

過ごして卒業して助手となったものの数が異常に

多く， それぞれの大学でl,500人からl, 700人もい

るとし、う。

このような大学の現状を何とか改善するという

のが， 中国の大学教育改革の焦周の急務である。

。 く〉 。
その改善。の方針のうち， 主なものをひろってみ

ると次のようである。

(1） 入学試験の復活 入学試験は日本の教育制度

における悪の第ーのようにいわれ， これを廃止

すると理想の大学が生まれるように主張する人

々もあるが， 中国では， 実際入学試験を廃止し

たので、ある。 学科試験を行なわないのであるか

ら， 入学してきた学生の学力はまちまちである

上に， 一般に学力水準が極めて低い。 そのよう

な者に一律に大学教育を施すことは実際問題と

して不可能であって， 文革中の中国の大学が一

番苦しんだのはこの点て・あったと聞いている。

入学試験 なくして 入ってきた 学生の質の 低下

は， そのまま大学全体のレベルダウ ンとなって

しまっていたので， 改革の第一歩は入学試験の

復活ということになったのである。

このため一昨年， 12月10. 11日の両日， 全国

にわたり大学入試が行なわれて， 700万人とも

450万人とも言われる受験者のうち 20万人が入

学した。 その後昨年中になお一回行なわれたは

ずであるが， この受験者は今後益々増加するも

のと考えられ， いずれは入試地獄が生まれるこ

ととなろうが， 本来試験の元祖といわれる科挙

の国であるので， 試験で選抜することに対して

は特別の抵抗は感じ ていないようである。

しかし， これと同時に， 上述のような大学の

実情で あるので， 大量の 学生を 日本をはじ め

英， 米， 独， 仏， カナダ等に送り出そうという

のである。

(2) 教員の養成 前述のように文革前・文革中の

教授・助教授は数も少なくなり， また学問研究

の空白がある。 文革中に大学において理論的闘

士であって実際の学聞をやっていない多数の助

手に， 如何にして早急に専門学問の実力をつけ

るかということが 目下最大の問題である。 この
ためには， 早急に外国の大学にこれらの人を送

り， 実力をつけることを計っている。
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日本にも申し込まれている進修生， 研究生と

いうのは，この種類の人逮であると考えられる。

また大学院に関しては， 中国では研究生と称

し， 学部の大体 3分のlを 目標に研究生を採用

する由である。

研究生の入学資格は大学卒ということであっ

たが， 元来中国では大学進学までの教育が不定

であるため， 受験資格としては， 過去の学歴を

重視することなく自信のある者は誰でも受験し

てよいといった態度で・あった。

この点， 日本の大学院に入学するとなるとそ

の入学はかなりむづかしいのではないかと思わ

れる。

(3） 基礎理論の重視 基礎理論といっても科学基

礎というものではなし技術の基礎をなす科学

ということである。 従来のように大学で「専」

より「紅Jを重んじて， 政治や管理のことを論

議していた時聞をきりつめて， 科学者はまず週

のうち 6分の 5 は科学研究に従事しなくてはな

らぬとしている。 またこのため大学は早急に充

実しなくてはならないが， 現実的な中国のこと

であるから， すべての大学を同時にという訳に

は行かないので， 全中国450の大学中， 88校を

重点大学として， まずその充実に力を注ぐこと

としている。 今回 訪問した 北京大学， 復E大

学， 西安交通大学などは勿論この重点大学の中

に入っている。

ここに言っている大学は， 解放前からの大学の

継承であって， 正規路線と呼ばれる諸外国なみの

大学である。 このほか中国には， 解放後特にプロ

文革中に労働者・農民のために設けられた不正規

路線の大学がある。 これは7. 21大学とか 5. 4大学

とか呼ばれ， 全国で 4, 000校もあるといわれる。

上海で‘みかけたのは， 小さい工場一棟といったも

のに工人大学とし、う名称、がつけてあった。

中国では科学技術を世界のレベルに引き上げる

ために上述の正規大学の振興に 力を 入れている

が， 一方， 一般勤労者の職業教育の機会を増すた

めに， このように簡便な不正規の大学を設けるこ

とにも十 分の熱意を示している。 この点は労働者

の国として当然かっ重要なことであると思う。

0 <> 0 
中国では昨年 1月第5 期 全国 人民 大会 をひら

き， 新憲法を制定し， 政府の新方針を決 めて新し

い出発へと乗り出した。 その 目標は， 1 978 年をも

ふくめ， 1 98 5年までの聞に8 年計画を立てて， そ

の実現をまって後， 1 5年計画を立てて， 今世紀中

に社会主義の4つの現代化， すなわち， 農業， 工

業， 国防， 科学技術の改善を行ない， 強大な社会

主義国を建設するにある。 中日友好協会秘書長孫

平化氏の説明によると， 普通4つの近代化といわ

れることが多いが， 「近代化」とは資本主義の近

代化を意味するが， 中国の 場合では 社会主義の

「現代化」であるとのことであった。 農業， 工業

それぞれ周密な計画を立てているが， 4 つの現代

化のため何よりも科学技術の発展が根本であるの

で， 国民の科学レベルの向上を第ーとしている。

その計画の詳細を19 78年4月の全国科学大会で

決定し， 全体を8 分野にわけている。 1）農業の

科学技術 2）エネルギー 3）原材料 4）コ

ンピューター 5）レーザ－ 6）宇宙科学

7）高エネノレギ－ 8）遺伝工学である。

8 年後には科学技術の人材を80万人育てること

としている。 現在中国の科学技術は世界のレベル
と比して15～20年遅れていると見られているが，

15年後には必ず追 いつくことを 目標とし， そのた

め， みずから自力奮闘することを主とすると同時

に， 外国の先進技術科学を学ぶため， 学術交流を

促進している。 この点特に日本とは， 特別に交流

をしたいというのである。

0 0 0 
以上が大学および科学技術に関する中国視察の

大要であるが， この際私の感想、を総括すると次の

ような諸点が印象づけられた。

1. プロ文革は， その社会主義国建設のための意

義は別として， 大学における教育・研究に対し

車車歩背校長から説明を聞く。 （上海， 復旦大学）
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日本から寄贈された維健（北京大学図書館）

ては， 少なくとも10か年の空白を作ったのでは

ないか。

2. 中国の現代化の根本は科学技術の鍍輿にある

が， 周囲の現状からみてゆっくり根底からとい

う訳には行かなL、。 卒直に現在の立ち遅れを認

め， 謙虚にそれを外国に示し， 外国から積極的

に採用 すべきものを入れ， 改革の実を早急にあ

げる。

3. しかし空白といっても， プロ 文革の初めに毛

主席は， プロ 文革は自分が行なうが中国科学院

の方はよろしく頼むと周総理に依頼したといわ

れ， 科学技術は全く空白で怯なかったと考えら

れる。 実際プロ 文革は1966年に始まったが， 中

国は1967年， 1968年に， 原爆と人工衛星を完成

している。 外からみた大学その他の状況だけで

中国科学技術の現状をすべてと考えるのは， 早

計でなし、かと思う。

4. プロ 文革による 中国 教育・研究の 空白のう

ち， 研究は教育に比して比較的早急に回復する

ことができるが， 教育は基盤の広さからいって

その本当の回復には相当の時日がかかると思わ

れる。 特にこの10か年の聞に修学の機会を逸し

た青年の痛手はとりかえしのつかないものがあ

ると考えられ， この点， 戦後ドイツの大学につ

いても同様で、あるが， 大学に対する政治の影響

の重大さを恩うのである。

5. 中国5000年の 歴史の中で， それが奴隷制時

代， 封建制時代の産物で、あっても， 中国人の力

でなしとげた ものは 中国 文物として よく保存

し， 中国の広大な国土と豊富な天然資源の認識

と共に， すべて国民の自信となり得るものとし

て大切にして， 強力な社会主義国の建設に立ち

向かう力の源泉としている。

6. 9 億更には10億ともいわれる中国国民の素質

を誇り， この中には必ず世界的タレントの出る

ことを信じると言っているが， 東南アジアを始

め， 世界における撃僑の実力を思うと首肯でき

る。

7. 民衆と兵隊の素朴な表情と対照的に， 為政の

枢機に立つ人達の礼儀正しく物静かな行動の中
たいじん

に， 実に鍛練された大人の風格がある。 日本の

政治家もこの点よほど腰をすえてかからねばな

らないであろう。

8. 一衣帯水の隣国である。 大阪から上海まで僅

か 2 時間の大国である。 しかも歴史的にみて，

中国から学んだ学問の影響は何といっても我が

国の国民思想、の根底をなしている。 両国の学術

的， 文化的善隣関係、は東洋の平和ひいては， 世

界の平和に寄与するところが極めて大きいであ

ろう。

。 。 。
北京に おける 周総理展覧会場の展示の中に，

1917 年頃 周 思来が 20歳そこそこの時 京都を訪

れ， 京都帝国大学の河上肇教授から初めてマルク

ス ・レーニン主義の講演を聞き感動したこと， そ

の頃 その感動を中国への手紙に記している中に，

「新思想、に接して感動おく能わず， 朝食を廃し，

油を摂らず……云々」といった文章をみることが

で‘きた。 その若い留学生， 周 ，恩来がその後中国

革命の柱となったことを思い， 若い時代の留学と

いうことが如何に大きい影響を持ちうるものかを

感銘すると共に， 京都大学と中国革命の関係の一

端を知らされたのであった。 またその後「京都学

派」とし、う言葉は，郭味若が京都大学の学者の東

洋史観を東京の学者と区別して呼んだものである

ことをも知った。 共に中国およびその学術界と京

都大学の縁の深いことを語る事実である。

。 。 。
今後， 両国の学術交流を民間と同時に国家レベ

ルで‘行ないたいと私から申し入れたことであった

が， その時の申し出によって過般日本学術振興会

の招待で中国5 大学長が来日したほか， 今回正式

に文部省に留学生の申し込みを行なっていること

は周知のとおりである。

中国からの学術交流に関する申し込みは， もう
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一度やや詳しく述べると， 大きくわけで2っとす

ることができる。 1 つは研究留学生であり， 今1

つは学部の南学生である。 前者は進修生および研

究生というものである。 進修生とは， 前述したよ

うに， 大学卒後大学や研究所に10年以上在職する

若手の研究者であって， 1 ～ 3課題について半年

～ 1 年半日本の大学または研究所で研修を希望す

るものであり， 研究生というのは， 中国の大学卒

後10年未満のもので日本の大学院入学 を希望する

者である。 大学院入学は困難であるので， 研究生

が40名の申し込みであるのに対し進修生は 385 名

が申し込まれている。

学部留学生の問題は， 日本および世界の大学が

大学入学までに12年の教育を条件としているのに

対し， 中国は10か年であることと， 更に言葉の問

題が大きいが， 中国では現在の大学一年生を1 か

年日本語教育を含め準備教育をして後， 昭和55年

よりの入学を考えているようである。 約140 人と

万里の長城にて

いう。 現在本学では研修員等としてすでに10名の

学者の受け入れ手つづきを進めている。 いずれ今

後京都大学にも多数の留学生を迎えることとなろ

うが， これは単に中国の留学生に限らず， 留学生

一般の問題として， 言葉の研修， 寄宿舎の問題な

ど， その受け入れには格段の工夫が必要である。

Z例。。。〈＝〉。�’〈＝〉＠唱剛〈二－刻。<::>c，。。‘：：；.。。。〈＝コ明〉。《＝＝，。唱同＜：：：：＞＜；提訴2同二.＞�別＞＜：：コ＂＂＂。c::>ooo<=:>O
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医療技術短期大学部

医療技術短期大学部は， 充実した一般教育， 専

門教育および医療技術を教授し秀れた医療技術の

専門家を育成 するため， 昭和50年4月22日国立学

校設置法の一部を改正する法律 （昭和50年法律第

27号）により京 都大学に併設された。

設置当初は看護学科 （学生定員80名・ 3 年制）

と専攻科 助産学 特別専攻 （学生定員 20名・ 1 年

告IJ)で発足し， 翌日年4月には衛生技術学科 （学

生定員40名・ 3 年借りが増設された。 これら医療

技術者の教育， 養成 は， 医学部にかつてあった附

属看護学校， 同助産婦学校， 同臨床検査技師学校

で行なわれてきたが， 医療技術短期大学部の発足

に伴い発展的に解消された。

現在， 国立大学に併設されている医療技術短期

大学部は大阪， 九州， 金沢， 東北， 信州， 新潟，

京都， 鳥取， 弘前， 熊 本， 群馬， 名古屋の12校に

及んでおり， 専攻科助産学特別専攻が設けられた

のは， 弘前大学と 本学が はじめてのケース であ

る。

医療技術短期大学部の学長は， 京都大学長をも

って充てることになっており， 岡 本道雄総長が併

任している。 学長の職務を助け校務を整理する主

事には， 創設準備室長であった村地孝・医学部教

授が初代主事に併任， 52年4月22日任期満了によ

り， その後任には熊谷直家・看護学科教授が併任

し現在に至っている。 また， 当該学科の科務を処

理する学科主任には， 看護学科は木戸上八重子教

授， 専攻科助産学特別専攻は熊谷直家主事， 衛生

技術学科は富田仁教授， 教養科は川井浩教授が充

たっている。 なお， 医療技術短期大学部の重要事

項を審議するため， 短大固有の教授会をもち， そ

の他の管理機構などは京都大学各学部等に準じた

形となっている。

職員定数は， 看護学科は教授・助教授・助手各
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5名， 専攻科助産学特別専攻は教授・助教授・助

手各1名， 衛生技術学科は教授・助教授・助手各

3名および教養科は教授4名， 助教授3名の計34

名で， 事務部は庶務・会計 ・教務の3掛で事務長

以下1 4名である。

昨年10月22日に新校舎竣工式典を挙行したが，

その校舎は鉄筋コンクリート4階， 地下 1階延べ

5,484ばであり， 1階は5室の講義室， 実習室，

会議室， 事務室など， 2階から4階は各種実習 ・

実験室， 講義室， 閲覧室， 記録室， ピデオ室， 教

官研究室などとなっており， 医療技術の高度化に

対応する新鋭機器類を備えている。

医療技術短期大学部の歴史は浅く， これからま

だまだ解決 していかなければならない問題が山積

して いる 。 今後と も京 都大学事務局 ， 各学部等の

深いご理解， ご助力を期待するものである。

（医療技術短期大学部）

・4・・・ー－－－－－－－－－－－ー・・＿..’................・・............’..............ー・・ー・

区E
赤松 俊秀（本学名誉教授・文学博士）

1月24日逝去， 71歳。 本学文学部卒。 昭和 28年本学文
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学部教授就任， 評議員を歴任， 同46年停年退官。昭和

49年紫綬褒章受章。専門は日本史。
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